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３．地震危険に対する意識等 

（１）大地震発生の可能性 

① 大地震発生の可能性の意識 

 

現在の居住地域で大地震が起こる可能性について、「起こると思う」と「もしかしたら

起こると思う」を合わせた比率をみると、地震保険加入者は77.2％（＝29.8％＋47.4％）、

地震保険非加入者は66.8％（＝22.0％＋44.8％）で、約10ポイントの差がある。 

 地震保険非加入者を詳細にみると、共済加入者（地震補償）では「起こると思う」と

「もしかしたら起こると思う」を合わせた比率は71.3％（＝25.5％＋45.8％）となってお

り、他の区分をやや上回る。 

 

  

Ｑ39．近い将来、あなたが住んでいる地域で大地震が起こると思いますか。（ひとつだけ） 

 

 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (5,991)

地震保険非加入者 (8,991)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (5,991)

共済加入者（地震補償） (1,285)

火災保険のみ加入者 (5,843)

共済加入者（地震補償対象外） (232)

保険・共済非加入者 (1,631)

29.8

22.0

29.8

25.5

21.0

17.2

23.9

47.4

44.8

47.4

45.8

45.5

50.4

40.7

9.5

13.3

9.5

11.8

14.0

11.2

12.2

2.9

6.2

2.9

4.2

6.6

4.3

6.5

10.4

13.7

10.4

12.7

12.9

16.8

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

起こると思う

もしかしたら起こると思う

おそらく起こらないと思う

起こらないと思う

どちらとも言えない・わからない

＊問番号の Q は本調査の設問であることと設問番号を示す（設問一覧は〔付録２〕を参照） 
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《参考》は、地方別に集計した結果である。地震保険加入者・非加入者ともに、南関東、

東海、近畿、四国で「起こると思う」と「もしかしたら起こると思う」を合わせた比率が

高い。  

《参考》大地震発生の可能性の意識を地方別に集計 

 

【地震保険加入者（地方別）】 (n)

北海道・東北 (607)

北関東 (260)

南関東 (2,001)

北信越 (268)

東海 (778)

近畿 (979)

中国 (294)

四国 (164)

九州・沖縄 (640)

【地震保険非加入者（地方別）】

北海道・東北 (1,045)

北関東 (478)

南関東 (2,588)

北信越 (564)

東海 (919)

近畿 (1,497)

中国 (551)

四国 (287)

九州・沖縄 (1,062)

30.5

21.2

35.4

20.9

42.0

25.5

16.3

32.9

15.5

21.0

19.7

28.0

14.0

33.6

18.7

9.1

33.1

12.4

44.6

49.2

46.2

46.3

45.1

51.7

45.9

42.1

51.7

39.8

42.7

48.0

44.5

46.0

48.8

39.0

41.8

40.1

11.2

12.7

6.1

13.8

3.9

9.6

20.4

11.0

16.7

16.8

18.8

7.7

17.4

5.5

12.2

26.3

7.3

21.9

3.5

5.0

2.2

3.7

1.7

1.7

7.5

2.4

4.5

9.0

6.3

3.3

8.7

2.6

4.8

12.5

5.6

11.1

10.2

11.9

10.0

15.3

7.3

11.4

9.9

11.6

11.6

13.4

12.6

13.0

15.4

12.2

15.5

13.1

12.2

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

起こると思う

もしかしたら起こると思う

おそらく起こらないと思う

起こらないと思う

どちらとも言えない・わからない
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② 地震危険度 

 

「確率論的地震動予測地図」を提示して、居住地域の地震危険度の感想を質問したとこ

ろ、地震保険加入者・非加入者ともに「地震により震度６弱以上の揺れに見舞われる確率

は高いと思う」の比率が最も高くなっているが、地震保険加入者では35.3％、地震保険非

加入者では26.8％と、約9ポイントの差がある。 

 地震保険非加入者を詳細にみると、共済加入者（地震補償）では「地震により震度６弱

以上の揺れに見舞われる確率は高いと思う」が28.5％となっており、他の区分をやや上回

る。  

Q40．政府の地震調査研究推進本部が公表している、「確率論的地震動予測地図」をご覧になって、 

あなたが住んでいる地域の地震危険度は、どのように思いますか。 

次のうち一番近い感想をお答えください。（ひとつだけ） 

 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (5,991)

地震保険非加入者 (8,991)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (5,991)

共済加入者（地震補償） (1,285)

火災保険のみ加入者 (5,843)

共済加入者（地震補償対象外） (232)

保険・共済非加入者 (1,631)

10.0 

13.8 

10.0 

12.9 

14.8 

12.9 

11.1 

35.3 

26.8 

35.3 

28.5 

26.3 

28.0 

26.9 

22.3 

20.7 

22.3 

21.6 

20.6 

22.4 

20.1 

7.0 

8.1 

7.0 

8.6 

8.2 

6.9 

7.6 

10.5 

12.9 

10.5 

13.6 

12.7 

12.1 

13.3 

13.3 

16.0 

13.3 

13.3 

15.9 

14.7 

18.9 

1.6 

1.6 

1.6 

1.6 

1.5 

3.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震により震度６弱以上の揺れに見舞われる確率は低いと思う

地震により震度６弱以上の揺れに見舞われる確率は高いと思う

地震により震度６弱以上の揺れに見舞われる確率は妥当だと思う

地域によって差がありすぎると思う

確率表示ではよく分からない

判断できない

その他

＊アンケート内で回答者に確認いただいた資料は、〔付録２〕を参照 
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（２）地震による被害発生の可能性 

① 住居建物の被害 

 

居住地域で大地震が起こった場合、『住居建物』にそれぞれの被害が発生する可能性を

質問した。グラフは、「被害が発生する可能性が極めて高い」と「被害が発生する可能性

が高い」の合計値を示している。 

地震保険加入者・非加入者ともに「地面のゆれによる被害（変形、崩壊等）」の比率が

最も高く、次いで、「地盤の被害（崩落、液状化等）」「近隣の住宅・施設からの延焼」

の順となっている。いずれの被害形態も、地震保険加入者が非加入者を上回っている。 

 地震保険非加入者を詳細にみると、すべての区分で「地面のゆれによる被害（変形、崩

壊等）」の比率が最も高い。  

Q41．仮に、あなたの住んでいる地域で大地震が起こった場合に、どのような被害が発生すると思います

か。 

（それぞれひとつずつ） 

（注）住居建物の被害について、「被害が発生する可能性が極めて高い」と「被害が発生する可能性が高い」 

の合計値を掲載 

 

地面のゆれによる被害
（変形、崩壊等）

地盤の被害
（崩落、液状化等）

近くのがけ崩れによる
土砂からの被害

自宅からの出火

近隣の住宅・施設からの
延焼

津波による浸水・流失

河川・ダム等の堤防決壊
による浸水・流失

火山による被害

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

40.9

25.8

13.5

18.6

22.6

12.7

13.7

8.1

33.4

19.6

9.6

14.5

18.3

9.2

9.9

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震保険加入者(n=5,991)

地震保険非加入者(n=8,991)

40.9

25.8

13.5

18.6

22.6

12.7

13.7

8.1

39.7

21.0

11.0

15.3

19.7

10.2

10.0

5.2

32.0

18.9

9.3

14.4

18.3

8.4

9.6

5.4

32.3

16.8

6.5

10.8

13.4

7.7

8.6

4.3

33.3

21.6

10.1

15.2

18.0

11.1

10.7

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震保険加入者(n=5,991)

共済加入者（地震補償）(n=1,285)

火災保険のみ加入者(n=5,843)

共済加入者（地震補償対象外）(n=232)

保険・共済非加入者(n=1,631)
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 《参考1》は、構造・建て方・階数別の集計結果である。いずれの区分においても「地

面のゆれによる被害（変形、崩壊等）」の比率が最も高い。 

  

《参考 1》住居建物への被害の意識を構造・建て方・建物階数別に集計 

 

地面のゆれによる被害
（変形、崩壊等）

地盤の被害
（崩落、液状化等）

近くのがけ崩れによる
土砂からの被害

自宅からの出火

近隣の住宅・施設からの
延焼

津波による浸水・流失

河川・ダム等の堤防決壊
による浸水・流失

火山による被害

【構造・建て方別】 【非木造住宅（共同住宅・長屋階数別）】

37.2

20.8

11.3

16.5

20.2

9.8

11.1

6.4

47.8

30.8

14.0

23.0

29.4

18.2

18.4

8.7

31.8

20.8

11.8

12.6

19.4

10.4

10.4

7.1

35.7

24.0

10.5

16.1

19.1

11.0

11.7

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

木造住宅（戸建住宅）(n=7,855)

木造住宅（共同住宅・長屋）(n=435)

非木造住宅（戸建住宅）(n=1,765)

非木造住宅（共同住宅・長屋）(n=4,927)

42.0

29.5

14.5

20.6

24.7

14.0

17.8

8.4

36.9

24.0

11.8

18.2

21.8

11.4

11.1

7.5

34.4

21.6

10.1

15.2

17.9

9.8

10.8

5.5

35.7

25.5

8.5

15.3

17.1

10.8

12.1

5.7

31.1

22.8

7.6

8.9

13.2

11.6

10.6

4.3

27.3

26.6

7.0

11.7

14.1

13.3

10.9

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２階建(n=393)

３～５階建(n=1,554)

６～10階建(n=1,553)

11～14階建(n=997)

15～20階建(n=302)

21階建以上(n=128)



18 

 
 《参考2》は、構造・建築時期別の集計結果である。木造住宅、非木造住宅ともに建築

時期を問わず、「地面のゆれによる被害（変形、崩壊等）」の比率が最も高いが、建築時

期が新しいほど、この比率が小さい傾向がある。 

  

《参考 2》住居建物への被害の意識を構造・建築時期別に集計 

 

 

地面のゆれによる被害
（変形、崩壊等）

地盤の被害
（崩落、液状化等）

近くのがけ崩れによる
土砂からの被害

自宅からの出火

近隣の住宅・施設からの
延焼

津波による浸水・流失

河川・ダム等の堤防決壊
による浸水・流失

火山による被害

【木造住宅・建築時期別】 【非木造住宅・建築時期別】

43.1

22.6

13.4

18.0

20.6

9.7

12.6

7.7

43.6

22.8

11.0

20.7

21.7

12.7

12.4

6.8

44.1

21.3

11.0

18.2

22.3

9.1

11.8

6.3

39.5

19.2

10.1

15.9

19.4

9.5

9.3

4.8

36.3

19.9

11.0

15.5

18.9

10.3

10.1

6.8

34.0

21.6

10.6

16.4

20.9

9.2

10.8

6.2

35.7

25.5

15.0

18.7

24.2

13.2

16.8

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1960年以前（昭和35年以前）(n=350)

1961～1970年（昭和36～45年）(n=411)

1971～1980年（昭和46～55年）(n=898)

1981～1990年（昭和56～平成2年）(n=1,485)

1991～2000年（平成3～12年）(n=2,118)

2001～2010年（平成13～22年）(n=1,900)

2011年以降（平成23年以降）(n=1,128)

43.0

29.1

11.1

16.6

22.2

15.3

12.5

12.5

36.7

23.8

10.8

18.9

24.3

9.8

8.7

4.9

40.3

24.8

11.5

16.6

19.8

8.9

7.9

5.7

35.3

22.2

9.0

14.6

18.6

9.7

10.3

5.8

32.9

21.5

10.8

14.0

17.4

10.2

9.8

6.2

34.4

23.3

10.8

15.1

20.6

12.3

14.0

6.4

33.1

25.6

12.6

17.2

19.0

12.1

13.9

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1960年以前（昭和35年以前）(n=72)

1961～1970年（昭和36～45年）(n=185)

1971～1980年（昭和46～55年）(n=596)

1981～1990年（昭和56～平成2年）(n=1,313)

1991～2000年（平成3～12年）(n=1,878)

2001～2010年（平成13～22年）(n=1,739)

2011年以降（平成23年以降）(n=909)
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② 家財の被害 

 

居住地域で大地震が起こった場合、『家財』にそれぞれの被害が発生する可能性を質問

した。グラフは、「被害が発生する可能性が極めて高い」と「被害が発生する可能性が高

い」の合計値を示している。 

地震保険加入者・非加入者ともに「移動・転落・落下による損壊」の比率が最も高く、

次いで、「建物の崩壊に伴う圧壊」「ストーブやコンロ、電化製品等からの出火、爆発」

の順となっている。いずれの被害形態も、地震保険加入者が非加入者を上回っている。 

 地震保険非加入者を詳細にみると、すべての区分で「移動・転落・落下による損壊」の

比率が最も高い。 

Q41．仮に、あなたの住んでいる地域で大地震が起こった場合に、どのような被害が発生すると思います

か。 

（それぞれひとつずつ） 

（注）家財の被害について、「被害が発生する可能性が極めて高い」と「被害が発生する可能性が高い」 

の合計値を掲載 

 

移動・転倒・落下
による損壊

ストーブやコンロ、
電化製品等からの

出火・爆発

建物の崩壊に伴う圧壊

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

38.3

24.1

26.4

33.8

20.1

24.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震保険加入者(n=5,991)

地震保険非加入者(n=8,991)

38.3

24.1

26.4

38.5

21.6

29.3

32.8

19.4

22.6

35.7

21.1

25.9

33.4

21.1

25.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震保険加入者(n=5,991)

共済加入者（地震補償）(n=1,285)

火災保険のみ加入者(n=5,843)

共済加入者（地震補償対象外）(n=232)

保険・共済非加入者(n=1,631)
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 《参考1》は、構造・建て方・階数別の集計結果である。いずれの区分においても「移

動・転倒・落下による損壊」の比率が最も高い。 

 

 

 《参考2》は、非木造住宅（共同住宅・長屋）の居住階数別の集計結果である。いずれ

の区分においても「移動・転倒・落下による損壊」の比率が最も高い。 

《参考 1》家財への被害の意識を構造・建て方・建物階数別に集計 

 

移動・転倒・落下
による損壊

ストーブやコンロ、
電化製品等からの

出火・爆発

建物の崩壊に伴う圧壊

【構造・建て方別】 【非木造住宅（共同住宅・長屋階数別）】

34.1

21.3

26.5

46.7

29.0

42.3

30.9

18.0

16.3

38.9

22.9

24.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

木造住宅（戸建住宅）(n=7,855)

木造住宅（共同住宅・長屋）(n=435)

非木造住宅（戸建住宅）(n=1,765)

非木造住宅（共同住宅・長屋）(n=4,927)

41.7

25.9

33.8

40.0

25.4

28.6

37.9

21.8

22.2

40.2

22.9

21.6

32.8

16.6

13.9

33.6

13.3

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２階建(n=393)
３～５階建(n=1,554)
６～10階建(n=1,553)
11～14階建(n=997)
15～20階建(n=302)
21階建以上(n=128)

《参考 2》家財への被害の意識を非木造住宅（共同住宅・長屋）の居住階数別に集計 

 

  

移動・転倒・落下
による損壊

ストーブやコンロ、
電化製品等からの

出火・爆発

建物の崩壊に伴う圧壊

【非木造住宅（共同住宅・長屋）の居住階数別】

39.9

24.3

28.4

39.5

23.6

25.1

38.2

22.7

21.7

35.4

17.4

14.0

33.3

12.7

14.3

27.8

14.8

20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１～２階居住(n=1,537)

３～５階居住(n=1,834)

６～10階居住(n=1,117)

11～14階居住(n=322)

15～20階居住(n=63)

21階居住以上(n=54)
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 《参考3》は、構造・建築時期別の集計結果である。「1971～1980年（昭和46～55年）」

以前の木造住宅では、「建物の崩壊に伴う圧壊」が４割程度と、他の区分を上回る。 

 

  

《参考 3》家財への被害の意識を構造・建築時期別に集計 

 

 

移動・転倒・落下
による損壊

ストーブやコンロ、
電化製品等からの

出火・爆発

建物の崩壊に伴う圧壊

【木造住宅・建築時期別】 【非木造住宅・建築時期別】

40.3

29.1

39.4

38.7

28.3

41.8

35.4

24.0

37.1

35.5

21.4

28.7

33.4

21.1

24.3

32.6

19.7

22.1

36.0

20.3

23.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1960年以前（昭和35年以前）(n=350)

1961～1970年（昭和36～45年）(n=411)

1971～1980年（昭和46～55年）(n=898)

1981～1990年（昭和56～平成2年）(n=1,485)

1991～2000年（平成3～12年）(n=2,118)

2001～2010年（平成13～22年）(n=1,900)

2011年以降（平成23年以降）(n=1,128)

34.7

23.6

23.6

36.7

22.2

28.6

41.4

22.4

28.8

39.3

22.0

22.3

34.9

20.6

21.2

36.8

22.0

21.5

34.2

21.7

20.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1960年以前（昭和35年以前）(n=72)

1961～1970年（昭和36～45年）(n=185)

1971～1980年（昭和46～55年）(n=596)

1981～1990年（昭和56～平成2年）(n=1,313)

1991～2000年（平成3～12年）(n=1,878)

2001～2010年（平成13～22年）(n=1,739)

2011年以降（平成23年以降）(n=909)
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（３）地震危険に対する備え 

 

Ｑ38．大地震に対する備えとして、あなた（あなたの世帯）が今までに行ったこと、 

あるいは、現在、行っていることは何ですか。今後、予定していることも含めてお答えください。 

（いくつでも） 

 

 

 

土地や住居建物の購入または入居時に
地盤や地形を考慮した

住居建物の建築・購入または入居時に
建物の構造・工法を考慮した（耐震構造等）

住居建物の耐震診断を受けた

住居建物の耐震改修（補強）工事をした

地盤改良をした

家具類の固定による転倒防止措置や
配置変更を行った

自家発電機等を設置した

緊急時の家族との連絡方法や避難先を
確認した

非常持ち出し品を準備した

防災グッズ（非常用食料、飲料水、
非常灯等）を購入または拡充した

預貯金をした

ハザードマップを確認した

避難場所を確認した

災害ダイヤルに登録した

防災訓練や防災講演会に参加した

地震保険または地震被害を補償する
共済へ加入した

引越をした

その他

何も行っておらず、今後の予定もない

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

19.5

14.4

3.9

3.3

4.5

16.6

1.8

12.7

21.2

24.5

6.5

23.2

24.8

3.3

6.6

14.3

0.9

2.4

27.4

13.1

10.2

2.2

1.9

3.0

13.4

0.9

10.6

16.9

20.3

6.8

22.4

24.9

2.4

5.8

3.3

1.0

2.6

38.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震保険加入者(n=5,991)

地震保険非加入者(n=8,991)

19.5

14.4

3.9

3.3

4.5

16.6

1.8

12.7

21.2

24.5

6.5

23.2

24.8

3.3

6.6

14.3

0.9

2.4

27.4

12.6

10.0

3.7

3.2

3.0

18.7

1.8

11.4

19.2

22.9

5.8

25.8

28.0

2.8

9.8

20.5

0.9

2.0

31.4

14.3

11.0

2.2

1.8

3.4

13.1

0.8

10.9

17.1

20.6

7.0

22.2

24.8

2.3

5.2

0.4

1.0

2.6

37.5

12.5

9.1

2.2

0.9

2.6

13.4

0.4

14.2

20.3

26.7

7.8

26.7

31.5

4.7

9.1

0.4

0.9

3.4

33.6

9.1

7.6

0.8

1.7

1.8

10.2

0.6

8.5

13.6

16.2

6.7

19.5

21.9

1.8

4.1

0.6

1.3

3.1

47.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震保険加入者(n=5,991)

共済加入者（地震補償）(n=1,285)

火災保険のみ加入者(n=5,843)

共済加入者（地震補償対象外）(n=232)

保険・共済非加入者(n=1,631)
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 大地震に対する備えの実施状況（予定を含む）について質問した。地震保険加入者は、

「防災グッズ（非常用食料、飲料水、非常灯等）を購入または拡充した」（24.5％）、

「非常持ち出し品を準備した」（21.2％）、「土地や住居建物の購入または入居時に地盤

や地形を考慮した」（19.5％）など、地震に対する備えを行っている比率が地震保険非加

入者に比べて高い。また、地震保険非加入者は「何も行っておらず、今後の予定もない」

が38.4％で、地震保険加入者の27.4％よりも約11ポイント高い。 

地震保険非加入者を詳細にみると、共済加入者（地震補償対象外）は、「避難場所を確

認した」（31.5％）や「防災グッズ（非常用食料、飲料水、非常灯等）を購入または拡充

した」（26.7％）、「ハザードマップを確認した」（26.7％）などの項目の比率が他の区

分をやや上回る。 
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（４）被災経験の有無と被害の内容 

 

今までに地震で何らかの被害を受けた経験があるかについて質問した。地震保険加入

者・非加入者ともに「住居建物または家財に被害を受けたことはない」の比率が最も多く

約８割を占める。地震保険非加入者について詳細にみても傾向は同じである。 

なお、保険や共済の加入状況は今回の調査時点でのものであり、被災時点の加入状況で

はない点に留意する必要がある。以降の設問についても同様である。 

 

Ｑ35．あなたは今までに、地震で、そのとき住んでいた住居建物または家財に被害を受けた経験が 

ありますか。経験がある場合、どのような被害を受けましたか。（いくつでも） 

 

住居建物または家財に被害を
受けたことはない

住居建物の揺れによる倒壊・破損
（壁や柱のひび割れ、窓、屋根、

瓦、基礎の破損等を含む）

住居建物の火災
（自宅からの出火と近隣からの

延焼を問わない）

住居建物の液状化による被害

住居建物の土砂崩れ・
崖崩れによる倒壊・破損

住居建物の津波による流出・浸水

家財の破損

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

77.1

14.1

2.0

1.4

0.8

0.7

7.7

80.7

9.0

1.1

0.9

0.5

0.8

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震保険加入者(n=5,991)

地震保険非加入者(n=8,991)

77.1

14.1

2.0

1.4

0.8

0.7

7.7

79.8

12.0

0.9

1.1

0.5

0.6

7.3

81.3

8.5

1.2

0.8

0.4

0.8

9.4

78.0

13.4

0.4

0.9

0.4

0.4

12.1

79.5

7.8

0.9

1.3

0.6

1.1

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震保険加入者(n=5,991)

共済加入者（地震補償）(n=1,285)

火災保険のみ加入者(n=5,843)

共済加入者（地震補償対象外）(n=232)

保険・共済非加入者(n=1,631)
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（５）住居建物を購入する場合に優先する立地条件 

Ｑ1_1．あなたが、住居建物を購入するとした場合、立地条件として次のどれを優先しますか。 

優先度の高い順に最大５つまで選んでください。（５つまで） 

 

＜回答結果より、１位に挙がった項目を掲載＞ 

 

 

 

交通の便や通勤時間

土地や建物の価格

街並み

地震や火山のリスク
（津波、液状化等を含む）

雪や台風のリスク
（洪水、高潮等を含む）

子供の学区や教育上の
配慮等

親など親類との距離

治安

治療・療養に向いた地

自然環境

日当たり

眺望

土地勘がある

その他

わからない

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

32.1

32.6

3.9

5.5

1.9

3.2

2.5

5.8

0.3

3.2

4.0

0.4

1.4

0.8

2.5

28.7

34.9

3.3

5.5

2.3

2.6

2.6

6.1

0.4

3.6

4.1

0.5

1.7

1.1

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震保険加入者(n=5,991)

地震保険非加入者(n=8,991)

32.1

32.6

3.9

5.5

1.9

3.2

2.5

5.8

0.3

3.2

4.0

0.4

1.4

0.8

2.5

24.4

33.6

2.8

6.8

3.3

3.0

3.8

6.9

0.3

4.4

3.9

0.5

2.0

1.0

3.1

29.4

34.9

3.6

5.2

2.1

2.7

2.7

6.2

0.3

3.5

4.1

0.5

1.7

1.0

2.1

28.9

35.3

3.0

5.6

1.7

2.6

1.7

6.0

0.0

4.3

3.9

1.3

2.2

1.7

1.7

29.4

35.7

2.6

5.2

2.1

1.9

1.7

5.0

0.6

3.1

4.0

0.5

1.3

1.5

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震保険加入者(n=5,991)

共済加入者（地震補償）(n=1,285)

火災保険のみ加入者(n=5,843)

共済加入者（地震補償対象外）(n=232)

保険・共済非加入者(n=1,631)
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グラフは、住居建物を購入する場合に優先する立地条件のうち１位と選択された比率を

示したものである。 

地震保険加入者は、「土地や建物の価格」が32.6％で最も高く、「交通の便や通勤時間」

が32.1％と僅差で次いでいる。地震保険非加入者も同傾向となっており、「土地や建物の

価格」が34.9％で最も高く、「交通の便や通勤時間」が28.7％で次いでいる。 

地震保険非加入者を詳細にみても傾向は同じである。 
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４．地震保険加入者への質問 

（１）地震保険に加入した理由 

① 住居建物 

 

『住居建物』に対する地震保険に加入している人に、加入した理由を質問した。 

「火災保険とセットで契約したから」49.8％で最も高く、次いで、「住居建物の購入や

リフォーム時に関係者（不動産・銀行等）に加入を勧められたから」（25.5％）、「地震

による被害が心配だから」（22.9％）の順となっている。 

  

【SC15（「住居建物」の保険・共済加入状況）で、地震保険に加入していると回答した人に】 

Q25 現在、「住居建物」を対象とした地震保険に、加入していると回答された方にお伺いします。 

「住居建物」を対象とした地震保険に加入した理由（きっかけ）は何ですか。（いくつでも） 

 

 

住居建物の購入やリフォーム時に関係者
（不動産・銀行等）に加入を勧められたから

火災保険とセットで契約したから

家財の地震保険とセットで契約したから

住居建物の耐震性に不安を持っていたから

住居建物の融資（住宅ローン）を受けた、
または返済中だから

地震による被害が心配だから

地震災害の報道を見て

住んでいる地域に地震が起きる可能性が
高いと思うから

自分自身または身近な人が地震により
被害を受けたから

保険料が負担可能な金額だったから

保険料の割引が受けられたから

所得税・住民税に関する
地震保険料控除制度があったから

政府が関与している保険制度であり
安心感があるから

知人から加入を勧められたから

地震保険の広報（テレビやラジオのCM・番組、
新聞や雑誌の広告・記事、ポスター）を見たから

家族構成や同居人数が変化したから

その他

25.5

49.8

17.4

4.7

5.1

22.9

13.5

5.9

2.1

6.9

1.6

3.5

1.0

1.8

2.6

1.3

7.9

0% 20% 40% 60%

全体(n=5,337)
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② 家財 

 

『家財』に対する地震保険に加入している人に、加入した理由を質問した。 

「火災保険とセットで契約したから」の比率が49.4％と最も高く、次いで、「住居建物

の購入やリフォーム時に関係者（不動産・銀行等）に加入を勧められたから」（22.9％）、

「地震による被害が心配だから」（18.1％）の順となっている。この順番は、①『住居建

物』の地震保険加入理由と同じである。 

  

【SC16（「家財」の保険・共済加入状況）で、地震保険に加入していると回答した人に】 

Q27．現在、「家財」を対象とした地震保険に、加入していると回答された方にお伺いします。 

「家財」を対象とした地震保険に加入した理由（きっかけ）は何ですか。（いくつでも） 

 

 

住居建物の購入やリフォーム時に関係者
（不動産・銀行等）に加入を勧められたから

火災保険とセットで契約したから

住居建物の地震保険とセットで契約したから

住居建物の耐震性に不安を持っていたから

地震による被害が心配だから

地震災害の報道を見て

住んでいる地域に地震が起きる可能性が
高いと思うから

自分自身または身近な人が地震により
被害を受けたから

保険料が負担可能な金額だったから

保険料の割引が受けられたから

所得税・住民税に関する
地震保険料控除制度があったから

政府が関与している保険制度であり
安心感があるから

知人から加入を勧められたから

地震保険の広報（テレビやラジオのCM・番組、
新聞や雑誌の広告・記事、ポスター）を見たから

賃貸住宅や社宅等の入居条件だったから

その他

22.9

49.4

17.9

4.4

18.1

10.1

4.7

2.5

6.4

1.7

2.7

1.0

2.1

1.7

2.3

9.2

0% 20% 40% 60%

全体(n=4,838)
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（２）今後の地震保険の継続意思 

 

地震保険加入者に、地震保険の継続意思を質問したところ、「継続したい」の比率が

58.9％と半数以上を占める。「まあ継続したい」（28.4％）と合わせた『継続したい

（計）』では87.3％を占める。 

地震保険を継続したくないと回答した人の理由をみると、「その他」の比率が45.2％と

最も高く、以下、「保険料の負担が大きいから」（19.3％）、「再建費用のすべてを賄う

ことができないから」「地域や構造によって料率が違うことに不公平を感じるから」（い

ずれも14.1％）の順となっている。 

  

【地震保険加入者に】 

Q30．あなたは、今後も「地震保険」を継続したいと思いますか。（ひとつだけ） 

 
 

 

 

【Q30（今後の地震保険の継続意思）で「あまり継続したくない」「継続したくない」と回答した人に】 

Q31．「地震保険」を継続したくない理由をお聞かせください。（いくつでも） 

 

(n)

全体 (5,991) 58.9 28.4 10.5

0.8
1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

継続したい まあ継続したい

どちらともいえない あまり継続したくない

継続したくない

保険料の負担が大きいから

保険料が掛け捨てだから

加入後、一度も地震被害を受けていないから

再建費用の全てを賄うことができないから

地域や構造によって料率が違うことに
不公平を感じるから

その他

19.3

12.6

9.6

14.1

14.1

45.2

0% 20% 40% 60%

全体(n=135)
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（３）地震保険料の割引の適用状況 

①割引適用の有無 

 

 

地震保険加入者に、割引の適用状況を質問したところ、「わからない」が53.8％と最も 

多く、「割引を受けている」は17.4％、「割引を受けていない」は28.8％となっている。 

≪参考≫として、「わからない」を除いた集計結果と、2018年度地震保険統計による割

引の適用状況を示している。本調査結果における「わからない」を除いた「割引を受けて

いる」の比率は37.7％、「割引を受けていない」は62.3％となっている。一方で、地震保

険統計における「割引を受けている」の比率は67.9％となっており、「割引を受けていな

い」は32.1％となっている。 

【地震保険加入者に】 

Q29．地震保険料の割引を受けていますか。（ひとつだけ） 

 

 

《参考》「わからない」を除いた集計結果および 2018 年度地震保険統計による割引の適用状況 

 

 

(n)

全体 (5,991) 17.4 28.8 53.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割引を受けている 割引を受けていない わからない

(n)

全体 (2,768) 37.7 62.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割引を受けている 割引を受けていない

2018年度地震

保険統計による

割引の適用状況
67.9 32.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

割引を受けている 割引を受けていない
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②割引適用の詳細状況（「わからない」を除き集計） 

 

 

地震保険加入者における割引適用の詳細をみると、「割引を受けていない」が62.3％を

占める。なお、割引を受けている人においては、「耐震等級割引（10％割引）」が9.1％

と最も高く、「建築年割引」が8.7％で次いでいる。 

≪参考≫として、2018年度地震保険統計による割引の適用状況を示している。地震保険

統計における「建築年割引」の比率は60.8％となっているが、本調査結果における「わか

らない」を除いた「建築年割引」の比率は8.7％となっている。 

 

  

【地震保険加入者に】 

Q29．地震保険料の割引を受けていますか。（ひとつだけ） 

 

 

 

《参考》2018 年度地震保険統計による割引の適用状況 

 

(n)

全体 (2,768) 7.0 9.1 6.6 4.6 

1.7 

8.7 62.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

免震建築物割引 耐震等級割引（10％割引）

耐震等級割引（30％割引） 耐震等級割引（50％割引）

耐震診断割引 建築年割引

（上記の）割引を受けていない

2018年度地震

保険統計による

割引の適用状況

0.3 

4.6 
0.7 

1.3 
0.1 

60.8 32.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

免震建築物割引 耐震等級割引（10％割引）

耐震等級割引（30％割引） 耐震等級割引（50％割引）

耐震診断割引 建築年割引

（上記の）割引を受けていない
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５．地震保険非加入者への質問 

（１）地震保険の認知度 

①地震保険の認知度 

 

地震保険非加入者に地震保険の認知度を質問した。「名称を見聞きしたことがある程度」

が52.9％で最も多く、次いで、「補償内容をだいたい知っている」が35.4％、「補償内容

をよく知っている」が6.2％、「今までに見聞きしたことがない」が5.4％である。 

地震保険非加入者を詳細にみると、「補償内容をよく知っている」、「補償内容をだい

たい知っている」の比率は、共済加入者（地震補償）が最も高い。保険・共済非加入者は、

「名称を見聞きしたことがある程度」が62.7％を占める。 

  

Q21．あなたは、「地震保険」をどの程度知っていますか。（ひとつだけ） 

 

 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険非加入者 (8,991)

【地震保険加入状況別（詳細）】

共済加入者（地震補償） (1,285)

火災保険のみ加入者 (5,843)

共済加入者（地震補償対象外） (232)

保険・共済非加入者 (1,631)

6.2

9.7

5.7

7.3

5.2

35.4

54.4

34.9

35.3

22.6

52.9 

33.1 

54.5 

53.4 

62.7 

5.4 

2.8 

4.9 

3.9 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

補償内容をよく知っている
補償内容をだいたい知っている
名称を見聞きしたことがある程度
今までに見聞きしたことはない
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② 地震保険を知ったきっかけ 

 

地震保険の認知度について「補償内容をよく知っている」「補償内容をだいたい知って

いる」「名称を見聞きしたことがある程度」と回答した人に、地震保険を知ったきっかけ

について質問した。「テレビまたはラジオのＣＭ・番組」の比率が最も高く、「地震災害

の報道」が次いでいる。  

【Q21（地震保険の認知度）で「補償内容をよく知っている」「補償内容をだいたい知っている」「名称を見聞きしたこ

とがある程度」と回答した人に】 

Q22．あなたが、「地震保険」を知ったきっかけは何ですか。（いくつでも） 

 

 

テレビまたはラジオの
CM・番組

新聞または雑誌の
広告・記事、ポスター

地震災害の報道

損害保険会社（代理店）の
人の話

周囲の人の話

住宅購入・入居時の関係者
（不動産・銀行等）の話

保険のパンフレット等

年末調整の用紙に地震保険料
控除制度の記載があった

学校の授業

資格試験等

関係する業務に従事している

その他

わからない・覚えていない

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

41.1

20.7

29.1

13.7

8.0

6.3

21.9

4.8

0.2

1.1

1.4

5.6

11.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震保険非加入者(n=8,502)

33.4

19.0

31.3

18.9

8.4

5.8

29.0

7.9

0.2

0.7

1.4

7.1

10.1

42.5

21.5

29.1

14.3

8.0

7.0

22.2

4.6

0.2

1.2

1.4

5.3

11.0

40.4

22.0

28.7

12.1

5.8

5.4

25.6

4.9

0.0

1.8

3.1

3.1

12.6

42.8

18.8

27.1

7.7

7.6

4.5

14.3

2.8

0.3

0.9

0.9

5.6

16.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

共済加入者（地震補償）(n=1,249)

火災保険のみ加入者(n=5,555)

共済加入者（地震補償対象外）(n=223)

保険・共済非加入者(n=1,475)
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（２）地震保険への加入検討の有無 

① 地震保険への加入検討の有無 

 

地震保険の認知度について「補償内容をよく知っている」「補償内容をだいたい知って

いる」「名称を見聞きしたことがある程度」と回答した人に、地震保険への加入検討の有

無について質問した。 

地震保険非加入者・計では、「検討したことはない」の比率が48.2％と最も高く、「加

入したことはないが、検討したことはある」（42.7％）が次いでいる。 

地震保険非加入者を詳細にみると、保険・共済非加入者では「検討したことはない」の

比率が63.7％で、他の区分を大きく上回る。 

  

【Q21（地震保険の認知度）で「補償内容をよく知っている」「補償内容をだいたい知っている」「名称を見聞きしたこ

とがある程度」と回答した人に】 

Q23 あなたは、「地震保険」への加入を検討したことがありますか。（ひとつだけ） 

 

 

【地震保険非加入状況別】 (n)

地震保険非加入者・計 (8,502)

共済加入者（地震補償） (1,249)

火災保険のみ加入者 (5,555)

共済加入者（地震補償対象外） (223)

保険・共済非加入者 (1,475)

9.1

17.5

6.7

6.3

11.3

42.7

44.2

47.1

42.6

25.1

48.2 

38.3 

46.3 

51.1 

63.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在加入していないが、以前加入していた

加入したことはないが、検討したことはある

検討したことはない
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② 地震保険の加入を検討した場面 

 

地震保険の加入検討の有無について「現在加入していないが、以前加入していた」「加

入したことはないが、検討したことはある」と回答した人に、地震保険の加入を検討した

場面を質問した。 

いずれの区分も「地震災害の報道を見たとき」の比率が最も高く、「火災保険を契約し

たとき（契約を更新したとき、商品や保険会社を切り替えたときも含む）」が次いでいる。 

  

【Q23（地震保険の加入検討の有無）で「現在加入している」「現在加入していないが、以前加入していた」 

「加入したことはないが、検討したことはある」と回答した人に】 

Q24．地震保険の加入を検討したのはどんなときでしたか。（いくつでも） 

 

 

住居建物の購入・入居や
リフォーム時に関係者（不動産・
銀行等）に加入を勧められたとき

火災保険を契約したとき
（契約を更新したとき、商品や

保険会社を切り替えたときも含む）

地震災害の報道を見たとき

テレビのCMや雑誌、
インターネット等の広告等を

見たとき

周囲の人の話を聞いて

損害保険会社（代理店）から
送られたチラシ等を見たとき

地震により被害を受けて

家族構成や同居人の数が
変わったとき

所得税・住民税に関する地震保険料
控除制度を知ったとき

わからない・覚えていない

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

13.9

29.9

52.0

8.9

5.5

9.2

5.7

0.9

4.3

9.3

0% 20% 40% 60%

地震保険非加入者(n=4,401)

12.2

33.2

51.2

9.6

5.4

10.6

6.1

0.8

5.4

10.9

14.3

31.4

53.0

8.7

5.3

8.9

5.2

0.8

3.9

8.3

3.7

30.3

50.5

5.5

3.7

14.7

8.3

0.0

5.5

12.8

16.0

17.2

47.6

9.5

7.1

8.2

7.1

1.7

5.0

11.4

0% 20% 40% 60%

共済加入者（地震補償）(n=771)

火災保険のみ加入者(n=2,985)

共済加入者（地震補償対象外）(n=109)

保険・共済非加入者(n=536)
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（３）地震保険に加入していない理由 

① 住居建物 

 

『住居建物』に対する地震保険に加入していない人に、地震保険に加入していない理由

【SC15（「住居建物」の保険・共済加入状況）で、地震保険に加入していないと回答した人に】 

Q26．現在、「住居建物」を対象とした地震保険に、加入していないと回答された方にお伺いします。 

「住居建物」を対象とした地震保険に加入していない理由は何ですか。（いくつでも） 

 

 

地震被害を補償する火災共済等に
加入しているから

住居建物の耐震性（免震・制震を含む）は
十分高いから

住居建物が新しいから

いざとなれば預金等で何とかなると思うから

住居建物の融資（住宅ローン）の返済が
終わっているから

地震で被災することはないと思うから

大地震の時は何らかの公的支援が
期待できるから

賃貸住宅に住んでいるから

大地震の時は義援金（義捐金）が
期待できるから

地震保険では最高で住居建物の
再築に必要な額の50％（5,000万円限度）

までしか補償されないから

住居建物と家財の両方に加入すると
保険料が高くなるから

具体的な保険料まではわからないが、
保険料が高いイメージがあったから

具体的な保険料を見た、
または計算した結果、
保険料が高かったから

加入の方法（手続き）がわからないから

加入の機会や勧誘等がなかったから

保険の内容がわかりにくかったから

その他

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

1.2

1.4

1.1

0.6

0.8

0.9

0.3

90.7

0.0

0.6

1.1

0.2

0.5

0.0

0.5

0.9

2.1

5.8

12.8

4.2

6.2

4.6

10.5

2.2

25.3

0.7

8.5

11.7

12.5

7.7

1.0

3.6

6.3

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震保険加入者(n=654)

地震保険非加入者(n=8,991)

1.2

1.4

1.1

0.6

0.8

0.9

0.3

90.7

0.0

0.6

1.1

0.2

0.5

0.0

0.5

0.9

2.1

40.3

6.8

2.4

4.1

3.5

7.4

1.7

6.6

0.7

7.2

8.5

7.3

6.5

0.5

2.5

5.8

19.0

0.0

15.5

5.1

6.5

4.8

12.3

2.3

23.9

0.8

9.8

14.0

14.3

8.9

1.1

3.8

6.5

11.0

0.0

9.1

1.7

6.9

6.9

6.5

2.2

39.7

0.4

12.1

18.1

16.8

10.8

0.4

0.4

3.9

10.8

0.0

8.0

2.9

6.4

4.5

7.1

1.8

43.0

0.5

4.4

5.2

9.7

3.8

1.3

4.0

6.4

15.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地震保険加入者(n=654)

共済加入者（地震補償）(n=1,285)

火災保険のみ加入者(n=5,843)

共済加入者（地震補償対象外）(n=232)

保険・共済非加入者(n=1,631)
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を質問した。 

地震保険加入者（『家財』に対する地震保険のみ加入者）では「賃貸住宅に住んでいる

から」の比率が90.7％と圧倒的に高い。地震保険非加入者においても、「賃貸住宅に住ん

でいるから」が25.3％と最も高い。 

地震保険非加入者を詳細にみると、共済加入者（地震補償）は「地震被害を補償する火

災共済等に加入しているから」が最も高く、その他の区分は「賃貸住宅に住んでいるから」

が最も高い。 
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② 家財 

 

『家財』に対する地震保険に加入していない人に、地震保険に加入していない理由を質

問した。 

【SC16（「家財」の保険・共済加入状況）で、地震保険に加入していないと回答した人に】 

Ｑ28．現在、「家財」を対象とした地震保険に、加入していないと回答された方にお伺いします。 

「家財」の地震保険に加入していない理由は何ですか。（いくつでも） 

 

 

地震被害を補償する火災共済等に
加入しているから

住居建物の耐震性（免震・制震を含む）は
十分高いから

住居建物が新しいから

いざとなれば預金等で
何とかなると思うから

家具類の固定（転倒防止）を
行っているから

地震で被災することはないと思うから

大地震の時は何らかの公的支援が
期待できるから

大地震の時は義援金（義捐金）が
期待できるから

地震保険では最高で家財の再購入に
必要な額の50％（1,000万円限度）

までしか補償されないから

住居建物と家財の両方に加入すると
保険料が高くなるから

具体的な保険料まではわからないが、
保険料が高いイメージがあったから

具体的な保険料を見た、
または計算した結果、
保険料が高かったから

加入の方法（手続き）がわからないから

加入の機会や勧誘等がなかったから

保険の内容がわかりにくかったから

家財は消耗品と考えているから

その他

【地震保険加入状況別】 【地震保険加入状況別（詳細）】

7.4

6.2

4.5

14.2

4.6

3.3

1.2

1.0

5.1

12.1

5.6

2.1

1.9

6.0

5.3

29.1

18.4

5.8

11.4

4.4

12.0

4.2

10.5

2.1

1.0

6.7

10.5

14.1

6.8

2.2

5.4

6.3

17.8

18.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震保険加入者(n=1,153)

地震保険非加入者(n=8,991)

7.4

6.2

4.5

14.2

4.6

3.3

1.2

1.0

5.1

12.1

5.6

2.1

1.9

6.0

5.3

29.1

18.4

40.7

4.4

1.6

7.2

2.5

4.8

1.6

0.6

5.8

8.3

4.9

5.2

1.1

2.6

4.9

10.2

19.5

0.0

13.4

5.3

12.6

4.4

11.9

2.1

0.9

7.4

12.5

15.8

7.3

2.2

5.6

6.5

17.9

16.0

0.0

9.1

2.2

19.0

4.3

9.1

2.2

2.2

11.2

15.1

17.7

13.4

3.9

5.6

6.9

18.5

19.0

0.0

10.1

3.9

12.6

4.6

10.2

2.2

1.3

4.7

4.6

14.7

5.0

2.8

7.1

6.9

23.5

25.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震保険加入者(n=1,153)

共済加入者（地震補償）(n=1,285)

火災保険のみ加入者(n=5,843)

共済加入者（地震補償対象外）(n=232)

保険・共済非加入者(n=1,631)
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地震保険加入者（『住居建物』に対する地震保険のみ加入者）では「家財は消耗品と考

えているから」の比率が29.1％で最も高い。地震保険非加入者においても、「家財は消耗

品と考えているから」が17.8％で最も高い。 

地震保険非加入者を詳細にみると、共済加入者（地震補償）は「地震被害を補償する火

災共済等に加入しているから」が40.7％と最も高い。また、特に保険・共済非加入者で

「家財は消耗品と考えているから」の比率が高い。 
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６．地震保険制度・地震保険料に対する意識 

（１）制度内容等の認知度 

＜項目（a）～（g）について＞ 

 

地震保険および地震被害の支援制度に関する各制度内容（a～gの各項目）の認知状況に

ついては、下記の通り。 

＜a.火災保険では地震による火災は補償されない＞ことについて、「知っている」「な

んとなく知っている」を合わせた『知っている（計）』は、地震保険加入者は87.2％（＝

60.4％＋26.8％）、非加入者は84.6％（＝60.9％＋23.7％）となっている。なお、他の項

目と比べると、認知度が最も高い。 

＜b.地震保険は単独では加入できない＞ことについて、『知っている（計）』は、地震

保険加入者は83.5％（＝54.3％＋29.2％）、非加入者は68.8％（＝41.9％＋26.9％）とな

っており、認知度に約15ポイントの差がある。 

＜c.地震保険の契約金額は火災保険の契約金額の30～50％の範囲で設定する＞ことにつ

いて、『知っている（計）』は、地震保険加入者は68.0％（＝33.9％＋34.1％）、非加入

者は47.1％（＝19.8％＋27.3％）となっており、認知度に約21ポイントの差がある。 

Ｑ42．あなたは、以下に挙げる地震保険および地震被害の支援制度に関することについて、ご存知です

か。（それぞれひとつずつ） 

 

f.
地震保険の保険料は「地域」によって
異なります

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

g.

建物の耐震性能や建築時期によって
地震保険の保険料を10～50％割引くことが
できます

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

d.

地震保険の契約金額は建物については
5,000万円、家財については
1,000万円が限度となっています

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

e.
地震保険の保険料は「建物の構造」によって
異なります

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

b.

地震保険は単独では加入できません。
火災保険プラス地震保険の形で
加入することになっています

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

c.

地震保険の契約金額は火災保険の
契約金額の30～50％の範囲で
設定することになっています

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

a.
火災保険では、地震による火災は
補償されません

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

60.4

60.9

54.3

41.9

33.9

19.8

21.6

12.6

45.9

31.4

43.5

31.6

23.1

12.8

26.8

23.7

29.2

26.9

34.1

27.3

36.5

26.5

36.0

36.2

32.9

32.0

38.3

30.2

12.7

15.4

16.5

31.2

31.9

52.8

41.9

60.9

18.2

32.4

23.6

36.4

38.6

56.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている なんとなく知っている 知らない
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＜d.地震保険の契約金額の限度額＞について、『知っている（計）』は、地震保険加入

者は58.1％（＝21.6％＋36.5％）、非加入者は39.1％（＝12.6％＋26.5％）となっており、

認知度に19ポイントの差がある。 

＜e.保険料は建物の構造によって異なる＞ことについて、『知っている（計）』は、地

震保険加入者は81.9％（＝45.9％＋36.0％）、非加入者は67.6％（＝31.4％＋36.2％）と

なっており、認知度に約14ポイントの差がある。 

＜f.保険料は地域によって異なる＞ことについて、『知っている（計）』は、地震保険

加入者は76.4％（＝43.5％＋32.9％）、非加入者は63.6％（＝31.6％＋32.0％）となって

おり、認知度に約13ポイントの差がある。 

＜g.建物の耐震性能や建築時期によって保険料の割引が可能となる＞ことについて、

『知っている（計）』は、地震保険加入者は61.4％（＝23.1％＋38.3％）、非加入者は

43.0％（＝12.8％＋30.2％）となっており、認知度に約18ポイントの差がある。 
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＜項目（h）～（n）について＞ 

 
地震保険および地震被害の支援制度に関する各制度内容（h～nの各項目）の認知状況に

ついては、下記の通り。 

＜h.保険金は、全損、大半損、小半損、一部損の４区分で支払われる＞ことについて、

『知っている（計）』は、地震保険加入者は66.4％（＝23.0％＋43.4％）、非加入者は

47.7％（＝13.8％＋33.9％）となっており、認知度に約19ポイントの差がある。 

＜i.損害の判定は、建物の主要構造部の損害の大きさで判定される＞ことについて、

『知っている（計）』は、地震保険加入者は64.7％（＝21.8％＋42.9％）、非加入者は

47.1％（＝13.1％＋34.0％）となっており、認知度に約18ポイントの差がある。 

＜j.地震保険は政府と民間保険会社が協力して制度運営している＞ことについて、『知

っている（計）』は、地震保険加入者は59.5％（＝21.2％＋38.3％）、非加入者は40.3％

（＝11.8％＋28.5％）となっており、認知度に約19ポイントの差がある。 

＜k.保険料率に保険会社の利潤は含まれていない＞ことについて、『知っている（計）』

は、地震保険加入者は49.2％（＝16.1％＋33.1％）、非加入者は30.6％（＝8.8％＋

21.8％）となっており、認知度に約19ポイントの差がある。なお、他の項目と比べると、

Ｑ42．あなたは、以下に挙げる地震保険および地震被害の支援制度に関することについて、ご存知です

か。（それぞれひとつずつ） 

 

m.

地震等の自然災害により著しい被害を
受けた世帯に対し支援金を支給する
「被災者生活再建支援制度」（「被災者
生活再建支援法」に基づく国の制度）が
あります

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

n.

災害救助法適用の自然災害（政府によって激甚災害に

指定された災害）で被災した場合、「被災ローン減免

制度（自然災害による被災者の債務整理に関する

ガイドライン）」を利用することで、住宅ローンなど

の借金を抱えた債務者は、債権者との合意に基づき、

自己破産や民事再生などの法的な債務整理によらずに

借金を整理することができます

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

k.

地震保険の保険料（料率）は、
「地震保険に関する法律」に基づいて、
できる限り低い水準に設定されており、
保険会社の利潤は含まれていません

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

l.

2006年度分以降の所得税（個人住民税は
2008年度分以降）から、地震保険料控除
制度が実施され、最高で5万円（個人住民税は
2万5千円）の控除が受けられます

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

i.

地震保険の損害の判定は、建物の主要構造部
（基礎、柱、はり、屋根、外壁など）の
損害の大きさで判定されます

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

j.

地震保険は、「地震保険に関する法律」など
に基づいて、政府と民間保険会社が協力して
制度運営している保険制度です

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

h.

保険金は、迅速な支払いのため、
全損、大半損、小半損、一部損の4区分で
支払われます

【地震保険加入者】(n=5,991)

【地震保険非加入者】(n=8,991)

23.0

13.8

21.8

13.1

21.2

11.8

16.1

8.8

26.2

13.1

16.0

10.3

13.6

8.1

43.4

33.9

42.9

34.0

38.3

28.5

33.1

21.8

34.5

24.8

39.0

31.6

36.2

27.7

33.6

52.3

35.4

52.9

40.5

59.7

50.8

69.4

39.3

62.0

45.0

58.1

50.3

64.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている なんとなく知っている 知らない



43 

認知度が最も低い。 

＜l.所得税から地震保険料控除制度が実施され、最高で５万円の控除が受けられる＞こ

とについて、『知っている（計）』は、地震保険加入者は60.7％（＝26.2％＋34.5％）、

非加入者は37.9％（＝13.1％＋24.8％）となっており、認知度に約23ポイントの差がある。 

＜m.「被災者生活再建支援制度（被災者生活再建支援法）」に基づく国の制度がある＞

ことについて、『知っている（計）』は、地震保険加入者は55.0％（＝16.0％＋39.0％）、

非加入者は41.9％（＝10.3％＋31.6％）となっており、認知度に約13ポイントの差がある。 

＜n．災害救助法適用の自然災害で被災した場合、「被災ローン減免制度（自然災害に

よる被災者の債務整理に関するガイドライン）」を利用することで、自己破産や民事再生

などの債務整理によらず住宅ローンなどの借金を整理することができる＞ことについて、

『知っている（計）』は、地震保険加入者は49.8％（＝13.6％＋36.2％）、非加入者は

35.8％（＝8.1％＋27.7％）となっており、認知度に14ポイントの差がある。なお、他の

項目と比べると、２番目に認知度が低い。 
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（２）地震保険料の印象 

 

地震保険料の印象について、「高い」と「やや高い」を合わせた『高いと感じる（計）』

は、地震保険加入者は56.5％（＝20.2％＋36.3％）、非加入者は64.7％（＝31.4％＋

33.3％）となっており、いずれも半数以上が地震保険料が高いと回答している。 

地震保険非加入者を詳細にみると、火災保険のみ加入者では『高いと感じる（計）』が

66.5％（＝31.9％＋34.6％）を占めており、他の区分をやや上回る。 

  

Ｑ43．この表内の保険料は、住居建物や家財を対象として地震保険に加入した場合の 

契約金額 1,000 万円あたりの１年間の保険料となりますが、地震保険料の印象について 

あてはまるものをお答えください。（ひとつだけ） 

 

 

 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (5,991)

地震保険非加入者 (8,991)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (5,991)

共済加入者（地震補償） (1,285)

火災保険のみ加入者 (5,843)

共済加入者（地震補償対象外） (232)

保険・共済非加入者 (1,631)

20.2

31.4

20.2

27.5

31.9

31.9

32.7

36.3

33.3

36.3

33.8

34.6

32.3

28.6

40.4

31.7

40.4

35.3

30.4

28.0

34.1

2.0

2.4

2.0

2.3

2.1

5.2

2.9

1.0

1.2

1.0

1.1

1.0

2.6

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い 妥当である やや安い 安い

＊アンケート内で回答者に確認いただいた資料は、〔付録２〕を参照 
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《参考1》は、等地－住居建物の構造別に集計した結果である。『高いと感じる（計）』

の比率は、非木造よりも木造の方が、また、等地（地震保険料）が高い方が多い。 

 

 

《参考2》は、住居建物の建築時期別に集計した結果である。いずれの建築時期において

も、『高いと感じる（計）』は半数以上を占める。 

  

《参考 1》地震保険料の印象を等地－住居建物の構造別に集計 

 

 

【等地－住居建物の構造別】 (n)

１等地－木造 (3,744)

１等地－非木造 (2,188)

２等地－木造 (1,874)

２等地－非木造 (1,694)

３等地－木造 (2,672)

３等地－非木造 (2,810)

19.3

14.6

27.7

20.8

42.1

35.5

34.2

30.6

39.2

40.0

32.2

33.8

42.1

49.2

30.6

37.1

23.5

28.1

3.3

3.8

1.6

1.2

1.2

1.6

1.2

1.8

0.9

0.9

1.0

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い 妥当である やや安い 安い

《参考 2》地震保険料の印象を住居建物の建築時期別に集計 

 

 

【建築時期別】 (n)

1960年以前（昭和35年以前） (422)

1961～1970年（昭和36～45年） (596)

1971～1980年（昭和46～55年） (1,494)

1981～1990年（昭和56～平成2年） (2,798)

1991～2000年（平成3～12年） (3,996)

2001～2010年（平成13～22年） (3,639)

2011年以降（平成23年以降） (2,037)

29.4

32.4

28.4

27.9

27.4

26.2

22.9

33.6

34.6

35.2

34.0

34.6

34.4

34.8

32.7

30.4

33.0

34.7

35.0

36.2

37.9

3.3

1.8

2.0

2.4

1.8

2.3

2.9

0.9

0.8

1.4

1.1

1.2

0.8

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い やや高い 妥当である やや安い 安い
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（３）地震保険料が高いと感じる理由 

 

地震保険料について「高い」「やや高い」という印象を持つ人に、その理由を質問した。

地震保険加入者では、「最高で住居建物の再築に必要な額の50％までしか補償されない割

に高い」が40.7％と最も高く、次いで「契約金額（保険金額）の割には高い」が39.9％と

なっている。 

地震保険非加入者でも上位に挙がる項目は変わらず、「契約金額（保険金額）の割には

高い」が41.9％と最も高く、「最高で住居建物の再築に必要な額の50％までしか補償され

ない割に高い」が38.4％で次いでいる。 

【Q43（保険料の印象）で「高い」「やや高い」と回答した人に】 

Ｑ44．では、「保険料が高い」とお答えになった理由について、 

以下の中から、あてはまるものをすべてお答えください。（いくつでも） 

 

契約金額（保険金額）の割には高い

最高で住居建物の再築に必要な額の50％までしか
補償されない割に高い

滅多に発生しない地震による被害のみを
補償するものとしては高い

火災保険（共済）と比較して高い

自動車保険（共済）や自賠責保険（共済）と
比較して高い

生命保険（死亡保険）と比較して高い

生命保険（医療保険）と比較して高い

住居建物の耐震性が高いのに保険料が高い

火災保険とセットで加入しなければならないため高い

自分の居住地域が他の地域と比較して高い

その他

【地震保険加入状況別】

39.9

40.7

28.7

19.3

7.9

5.5

4.1

6.5

14.8

14.0

5.1

41.9

38.4

33.2

24.6

8.0

6.2

4.6

6.3

21.4

13.9

6.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震保険加入者(n=3,386)

地震保険非加入者(n=5,820)

＊アンケート内で回答者に確認いただいた資料は、〔付録２〕を参照 
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《参考》は、等地別に集計した結果である。「自分の居住地域が他の地域と比較して高

い」を除くと、等地別の回答に大きな差はない。 

《参考》地震保険料が高いと感じる理由を等地別に集計 

 

契約金額（保険金額）の割には高い

最高で住居建物の再築に必要な額の50％までしか
補償されない割に高い

滅多に発生しない地震による被害のみを
補償するものとしては高い

火災保険（共済）と比較して高い

自動車保険（共済）や自賠責保険（共済）と
比較して高い

生命保険（死亡保険）と比較して高い

生命保険（医療保険）と比較して高い

住居建物の耐震性が高いのに保険料が高い

火災保険とセットで加入しなければならないため高い

自分の居住地域が他の地域と比較して高い

その他

【等地別】

40.6

38.9

34.3

22.8

8.4

5.4

3.9

5.2

20.3

4.2

7.0

38.8

37.9

30.6

21.6

7.1

4.9

4.0

6.1

19.7

12.9

6.3

43.0

40.2

30.1

23.2

8.2

6.9

5.1

7.5

17.5

21.9

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１等地(n=2,990) ２等地(n=2,284)

３等地(n=3,932)
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（４）地震保険料の構造区分に対する意識 

① 地震保険料の構造区分 

 

地震保険料の構造区分に対する意識をみると、地震保険加入者・非加入者ともに、「今

のままでよい」が４割程度と最も高く、次いで「リスクに応じてもっと細分化すべき」が

３割程度、「区分数を減らし、もっと単純化すべき」が２割半ばと、同様の傾向となって

いる。 

地震保険非加入者について詳細にみても、すべての区分で「今のままでよい」が４割以

上を占め、最も高い。 

 

 

《参考1》は、住居建物の構造別に集計した結果である。構造別の回答結果に大きな差

はない。 

Q45_1．この表で 2 区分となっている保険料の構造区分について、どのように思いますか。 

（ひとつだけ） 

 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (5,991)

地震保険非加入者 (8,991)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (5,991)

共済加入者（地震補償） (1,285)

火災保険のみ加入者 (5,843)

共済加入者（地震補償対象外） (232)

保険・共済非加入者 (1,631)

31.2

30.1

31.2

29.5

30.6

28.4

29.0

26.6

26.1

26.6

25.8

26.9

20.3

24.3

42.2

43.8

42.2

44.7

42.5

51.3

46.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスクに応じてもっと細分化すべき

区分数を減らし、もっと単純化すべき

今のままでよい

《参考 1》地震保険料の構造区分に対する意識を住居建物の構造別に集計 

 

【構造別】 (n)

木造 (8,290)

非木造 (6,692)

30.1

31.1

27.3

25.0

42.6

43.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスクに応じてもっと細分化すべき
区分数を減らし、もっと単純化すべき
今のままでよい

＊アンケート内で回答者に確認いただいた資料は、〔付録２〕を参照 
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《参考2》は、住居建物の建築時期別に集計した結果である。建築時期別の回答結果に

大きな差はない。 

 

 

《参考3》は、「保険料例」への印象別に集計した結果である。地震保険料に「高い」

「やや高い」という印象を持っている者は、「リスクに応じてもっと細分化すべき」が他

層を上回る。 

  

《参考 2》地震保険料の構造区分に対する意識を建築時期別に集計 

 

【建築時期別】 (n)

1960年以前（昭和35年以前） (422)

1961～1970年（昭和36～45年） (596)

1971～1980年（昭和46～55年） (1,494)

1981～1990年（昭和56～平成2年） (2,798)

1991～2000年（平成3～12年） (3,996)

2001～2010年（平成13～22年） (3,639)

2011年以降（平成23年以降） (2,037)

33.9

28.7

28.8

29.1

29.1

32.5

33.0

25.8

29.7

28.5

26.6

25.4

25.5

26.5

40.3

41.6

42.6

44.4

45.4

42.0

40.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスクに応じてもっと細分化すべき
区分数を減らし、もっと単純化すべき
今のままでよい

《参考 3》地震保険料の構造区分に対する意識を「保険料例」への印象別に集計 

 

【「保険料例」への印象別】 (n)

　高い (4,037)

　やや高い (5,169)

妥当である (5,271)

　やや安い (336)

　安い (169)

42.1

34.1

18.9

25.6

20.1

27.8

32.5

19.2

26.2

19.5

30.1

33.4

61.9

48.2

60.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスクに応じてもっと細分化すべき

区分数を減らし、もっと単純化すべき

今のままでよい
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②地震保険料の構造別の差に対する意識 

 

地震保険料の構造別の差に対する意識をみると、地震保険加入者では「妥当である」の

比率が38.7％と最も高く、「差が大きい」と「やや差が大きい」を合わせた『差が大きい

（計）』では36.3％（＝11.0％＋25.3％）となっており、「やや差が小さい」と「差が小

さい」を合わせた『差が小さい（計）』の5.4％（＝4.2％＋1.2％）を大きく上回る。地

震保険非加入者も、同様の傾向である。ただし、地震保険加入者・非加入者ともに「わか

らない」が２割程度を占める。 

地震保険非加入者を詳細にみると、保険・共済非加入者では「わからない」が29.1％と

なっており、他の区分をやや上回る。 

 

 

《参考1》は、住居建物の構造別に集計した結果である。『妥当である』の比率は、木

造が32.6％、非木造が39.4％で、約7ポイントの差がある。 

 

Q46_1．この表で 2 区分となっている構造別の保険料の差について、どのように思いますか、（ひとつだ

け） 

 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (5,991)

地震保険非加入者 (8,991)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (5,991)

共済加入者（地震補償） (1,285)

火災保険のみ加入者 (5,843)

共済加入者（地震補償対象外） (232)

保険・共済非加入者 (1,631)

11.0

11.2

11.0

11.7

11.1

10.8

11.2

25.3

24.5

25.3

24.9

25.2

22.0

22.0

38.7

33.6

38.7

36.4

33.3

36.2

32.1

4.2

3.9

4.2

3.3

4.1

3.4

3.8

1.2

1.5

1.2

1.3

1.4

2.6

1.7

19.6

25.4

19.6

22.3

25.0

25.0

29.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

差が大きい やや差が大きい 妥当である

やや差が小さい 差が小さい わからない

《参考 1》構造別の保険料の差に対する意識を住居建物の構造別に集計 

 

【構造別】 (n)

木造 (8,290)

非木造 (6,692)

12.6

9.2

26.4

22.8

32.6

39.4

3.5

4.8

1.2

1.6

23.7

22.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

差が大きい やや差が大きい 妥当である

やや差が小さい 差が小さい わからない

＊アンケート内で回答者に確認いただいた資料は、〔付録２〕を参照 
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《参考2》は、住居建物の建築時期別に集計した結果である。建築時期別の回答結果に

大きな差はない。 

  

《参考 2》構造別の地震保険料の差に対する意識を建築時期別に集計 

 

【建築時期別】 (n)

1960年以前（昭和35年以前） (422)

1961～1970年（昭和36～45年） (596)

1971～1980年（昭和46～55年） (1,494)

1981～1990年（昭和56～平成2年） (2,798)

1991～2000年（平成3～12年） (3,996)

2001～2010年（平成13～22年） (3,639)

2011年以降（平成23年以降） (2,037)

11.4

14.8

9.8

10.9

10.6

10.8

12.6

27.7

25.3

24.7

23.1

24.7

25.5

25.5

29.1

29.4

36.0

36.0

36.2

36.3

35.6

4.3

3.2

3.7

4.2

4.0

4.5

3.4

2.1

0.8

1.1

1.3

1.2

1.5

1.8

25.4

26.5

24.7

24.6

23.2

21.3

21.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

差が大きい やや差が大きい 妥当である

やや差が小さい 差が小さい わからない
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（５）地震保険料の地域区分に対する意識 

① 地震保険料の地域区分 

 

地震保険料の地域区分に対する意識をみると、地震保険加入者・非加入者ともに、「今

のままでよい」が４割程度と最も高く、次いで「区分数を減らし、もっと単純化すべき」

が３割程度、「リスクに応じてもっと細分化すべき」が３割弱と、同様の傾向となってい

る。 

地震保険非加入者を詳細にみると、共済加入者（地震補償対象外）では、「今のままで

よい」が49.1％で、他の区分をやや上回る。 

 

 

《参考1》は、等地別に集計した結果である。１等地から３等地へと等地（地震保険料）

Q45_2．この表で 11 区分となっている都道府県単位での保険料の地域区分について、 

どのように思いますか。（ひとつだけ） 

 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (5,991)

地震保険非加入者 (8,991)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (5,991)

共済加入者（地震補償） (1,285)

火災保険のみ加入者 (5,843)

共済加入者（地震補償対象外） (232)

保険・共済非加入者 (1,631)

27.3

27.7

27.3

28.0

28.1

22.0

27.0

30.6

29.4

30.6

29.5

30.0

28.9

27.2

42.1

42.9

42.1

42.5

41.9

49.1

45.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスクに応じてもっと細分化すべき

区分数を減らし、もっと単純化すべき

今のままでよい

《参考 1》地震保険料の地域区分に対する意識を等地別に集計 

 

【等地別】 (n)

１等地 (5,932)

２等地 (3,568)

３等地 (5,482)

24.6

28.0

30.4

25.6

31.7

33.2

49.7

40.3

36.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスクに応じてもっと細分化すべき
区分数を減らし、もっと単純化すべき
今のままでよい

＊アンケート内で回答者に確認いただいた資料は、〔付録２〕を参照 
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が高くなるにつれて、「今のままでよい」の比率が低くなり、「リスクに応じてもっと

細分化すべき」と「区分数を減らし、もっと単純化すべき」の比率が高くなる。 

 

 

 

《参考2》は、「保険料例」への印象別に集計した結果である。地震保険料に「高い」

または「やや高い」という印象を持っている者は、「今のままでよい」の比率が他層より

低く、「リスクに応じてもっと細分化すべき」と「区分数を減らし、もっと単純化すべき」

の両方の比率が、他層を上回る。 

  

《参考 2》地震保険料の地域区分に対する意識を「保険料例」への印象別に集計 

 

【「保険料例」への印象別】 (n)

　高い (4,037)

　やや高い (5,169)

妥当である (5,271)

　やや安い (336)

　安い (169)

39.2

30.0

16.9

23.5

16.6

33.4

36.8

20.6

29.8

21.3

27.4

33.2

62.5

46.7

62.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リスクに応じてもっと細分化すべき

区分数を減らし、もっと単純化すべき

今のままでよい
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②地震保険料の都道府県別の差に対する意識 

 

地震保険料の都道府県別の差に対する意識をみると、地震保険加入者では「差が大きい」

と「やや差が大きい」を合わせた『差が大きい（計）』の比率が43.8％（＝15.4％＋

28.4％）となっており、「やや差が小さい」と「差が小さい」を合わせた『差が小さい

（計）』の4.4％（＝3.5％＋0.9％）を大きく上回る。地震保険非加入者においても、同

様の傾向である。ただし、地震保険加入者・非加入者ともに「わからない」が２割程度を

占める。 

地震保険非加入者を詳細にみると、保険・共済非加入者では「わからない」が28.1％と

なっており、他の区分をやや上回る。 

 

 《参考》は、等地別に集計した結果である。１等地から３等地へと等地（地震保険料）

が高くなるにつれて、『差が大きい（計）』が高く、「妥当である」が低くなる傾向がみ

られる。  

Q46_2．この表で 11 区分となっている都道府県別での保険料の差について、どのように思いますか、 

（ひとつだけ） 

 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (5,991)

地震保険非加入者 (8,991)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (5,991)

共済加入者（地震補償） (1,285)

火災保険のみ加入者 (5,843)

共済加入者（地震補償対象外） (232)

保険・共済非加入者 (1,631)

15.4

16.2

15.4

15.9

16.2

15.5

16.8

28.4

26.9

28.4

27.6

27.7

27.6

23.2

32.1

26.8

32.1

29.4

26.4

24.6

26.5

3.5

4.0

3.5

3.3

4.1

4.3

4.0

0.9

1.1

0.9

0.9

1.1

0.9

1.3

19.7

25.0

19.7

22.9

24.4

27.2

28.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

差が大きい やや差が大きい 妥当である

やや差が小さい 差が小さい わからない

《参考》都道府県別の地震保険料の差に対する意識を等地別に集計 

 

【等地別】 (n)

１等地 (5,932)

２等地 (3,568)

３等地 (5,482)

10.7

14.3

22.6

24.6

29.9

29.0

34.3

27.9

23.8

4.3

3.5

3.5

1.5

0.9

0.6

24.7

23.4

20.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

差が大きい やや差が大きい 妥当である

やや差が小さい 差が小さい わからない

＊アンケート内で回答者に確認いただいた資料は、〔付録２〕を参照 
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（６）地震保険料の割引率の差に対する意識 

 

地震保険料の割引率の差に対する意識をみると、地震保険加入者では「差が大きい」と

「やや差が大きい」を合わせた『差が大きい（計）』が34.6％（＝9.7％＋24.9％）、

「妥当である」が36.8％となっており、「やや差が小さい」と「差が小さい」を合わせた

『差が小さい（計）』の6.2％（＝5.0％＋1.2％）を大きく上回る。地震保険非加入者に

おいても、同様の傾向となっている。ただし、地震保険加入者・非加入者ともに「わから

ない」が２～３割程度を占める。 

地震保険非加入者を詳細にみると、保険・共済非加入者では「わからない」が32.3％と

なっており、他の区分をやや上回る。 

 

 

《参考 1》地震保険料の割引率の差に対する意識を等地別に集計 

 

【等地別】 (n)

１等地 (5,932)

２等地 (3,568)

３等地 (5,482)

6.7

9.4

12.4

21.3

25.7

26.6

36.9

32.2

31.0

5.5

4.6

4.3

1.8

1.3

1.1

27.8

26.8

24.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

差が大きい やや差が大きい 妥当である

やや差が小さい 差が小さい わからない

Q46_3．表の下に記載の各割引制度による割引率の差について、どのように思いますか。（ひとつだけ） 

 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (5,991)

地震保険非加入者 (8,991)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (5,991)

共済加入者（地震補償） (1,285)

火災保険のみ加入者 (5,843)

共済加入者（地震補償対象外） (232)

保険・共済非加入者 (1,631)

9.7

9.3

9.7

10.2

9.0

7.3

9.7

24.9

23.9

24.9

23.6

25.0

22.4

20.4

36.8

31.5

36.8

33.3

31.1

34.5

31.0

5.0

4.8

5.0

4.6

4.9

3.9

4.6

1.2

1.6

1.2

1.6

1.5

2.2

2.0

22.4

29.0

22.4

26.8

28.6

29.7

32.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

差が大きい やや差が大きい 妥当である

やや差が小さい 差が小さい わからない

＊アンケート内で回答者に確認いただいた資料は、〔付録２〕を参照 
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《参考1》は、等地別に集計した結果である。１等地から３等地へと等地（地震保険料）

が高くなるにつれて、『差が大きい（計）』が高く、「妥当である」が低くなる傾向が

みられる。 

 

 

《参考2》は、住居建物の構造別に集計した結果である。非木造の方が「妥当である」

がやや高く、『差が大きい（計）』がやや低い。 

 

 

《参考3》は、住居建物の建築時期別に集計した結果である。建築時期が新しい方が「妥

当である」の比率が高い傾向がある。 

  

《参考 2》地震保険料の割引率の差に対する意識を構造別に集計 

 

【構造別】 (n)

木造 (8,290)

非木造 (6,692)

10.2

8.6

25.0

23.5

31.9

35.7

4.7

5.1

1.4

1.5

26.9

25.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

差が大きい やや差が大きい 妥当である

やや差が小さい 差が小さい わからない

《参考 3》地震保険料の割引率の差に対する意識を建築時期別に集計 

 

【建築時期別】 (n)

1960年以前（昭和35年以前） (422)

1961～1970年（昭和36～45年） (596)

1971～1980年（昭和46～55年） (1,494)

1981～1990年（昭和56～平成2年） (2,798)

1991～2000年（平成3～12年） (3,996)

2001～2010年（平成13～22年） (3,639)

2011年以降（平成23年以降） (2,037)

10.4

12.4

8.4

8.7

9.3

9.1

11.0

26.1

22.7

24.8

22.7

23.9

25.3

25.3

26.5

29.2

32.9

33.3

33.8

35.1

34.3

5.7

6.0

4.1

4.9

4.9

5.0

4.4

3.1

1.0

1.7

1.4

1.6

1.0

1.4

28.2

28.7

28.1

29.0

26.6

24.5

23.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

差が大きい やや差が大きい 妥当である

やや差が小さい 差が小さい わからない
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７．共同住宅の共用部分の地震保険加入状況 

① 共用部分の地震保険加入の有無 

 

共同住宅の共用部分の地震保険加入有無をみると、地震保険加入者・非加入者ともに

「わからない」の比率が約半数を占める。「加入している」は、地震保険加入者は48.5％

と約半数を占めるのに対し、非加入者では28.8％となっており、約20ポイントの差がある。 

  

【SC10（建て方）で「共同住宅（マンション等）＜持ち家＞」と回答した人に】 

Ｑ32．お住まいの共同住宅（マンション等）の管理組合は、共用部分を対象とした地震保険に 

加入していますか。（ひとつだけ） 

 

【地震保険加入状況別】 (n)

地震保険加入者 (1,443)

地震保険非加入者 (1,277)

【地震保険加入状況別（詳細）】

地震保険加入者 (1,443)

共済加入者（地震補償） (109)

火災保険のみ加入者 (904)

共済加入者（地震補償対象外） (21)

保険・共済非加入者 (243)

48.5 

28.8 

48.5 

45.9 

26.0 

28.6 

31.7 

7.4 

21.3 

7.4 

14.7 

21.8 

9.5 

23.5 

44.1 

49.9 

44.1 

39.4 

52.2 

61.9 

44.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入している 加入していない わからない
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② 共用部分を対象とした地震保険に加入した理由 

 

共同住宅の共用部分の地震保険に加入している人に、加入した理由を質問した。地震保

険加入者・非加入者ともに「管理会社から提案を受けたから」が最も多く、「管理組合で

加入が決定されたから」が次いでいる。 

  

【Q32（共用部分の地震保険加入の有無）で「加入している」と回答した人に】 

Ｑ33．お住まいの共同住宅（マンション等）の管理組合が共用部分を対象とした地震保険に加入した 

理由（きっかけ）は何ですか。（いくつでも） 

 

管理会社から提案を受けたから

不動産業者、銀行等に加入を勧められたから

火災保険とセットで契約したから

共同住宅（マンション等）の耐震性に
不安を持っていたから

購入時に融資（住宅ローン）を受けた、
または返済中の居住者が多いから

自分自身または身近な人が地震により
被害を受けたから

保険料が負担可能な金額だったから

保険料の割引が受けられたから

政府が関与している保険制度であり安心感があるから

管理組合で加入が決定されたから

わからない／入居時には既に加入していた

【地震保険加入状況別】

43.4

4.6

14.1

4.0

3.3

2.0

2.6

1.4

0.9

26.4

24.6

42.7

2.4

14.7

1.9

1.9

0.8

4.9

0.8

0.5

33.4

23.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震保険加入者(n=700)

地震保険非加入者(n=368)
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③ 共用部分を対象とした地震保険に加入していない理由 

 

共同住宅の共用部分の地震保険に加入していない人に、加入していない理由を質問した。

地震保険加入者・非加入者ともに「わからない」の比率が約３割で最も多い。 

加入していない理由としては、地震保険加入者では「管理組合で同意が得られなかった

から」が19.6％で最も高く、非加入者では「住居建物の耐震性（免震・制震）は十分高い

から」が12.9％で最も高い。 

  

【Q32（共用部分の地震保険加入の有無）で「加入していない」と回答した人に】 

Ｑ34．共同住宅（マンション等）の共有部分は地震保険に加入していないとお答えになった方に伺いま

す。なぜ加入していないのですか。（いくつでも） 

 

地震被害を補償する火災共済等に加入しているから

住居建物の耐震性（免震・制震を含む）は
十分高いから

住居建物が新しいから

地震で被災することはないと思うから

大地震の時は何らかの公的支援が期待できるから

被害があっても査定基準を満たさず支払われない
場合があると聞いたことがあるから

地震保険では共有部分の再建費用の
全てを賄うことができないから

具体的な保険料まではわからないが、
保険料が高いイメージがあったから

具体的な保険料を見た、または計算した結果、
保険料が高かったから

加入の方法（手続き）がわからないから

加入の機会や勧誘等がなかったから

保険の内容がわかりにくかったから

管理組合で同意が得られなかったから

わからない

【地震保険加入状況別】

13.1

10.3

6.5

4.7

2.8

6.5

12.1

5.6

3.7

1.9

3.7

0.9

19.6

32.7

6.6

12.9

5.1

6.3

2.2

6.6

8.5

7.4

7.4

1.1

5.5

4.0

10.7

34.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地震保険加入者(n=107)

地震保険非加入者(n=272)


